
●窓口にて、使用許可申請書に必要事項を
　記入してください。

●会議室、和室、リハーサル室、練習室は
　サンポートホール高松施設予約管理システム
  （インターネット）より仮予約ができます。
※ホール、市民ギャラリー、コミュニケーションプラザは不可

１年間

●チケットに関する特典

●ご来館によるお申し込み

●現金書留によるお申し込み

●入会時の特典

●その他の特典

会員だけのうれしい特典やお得なサービスがいっぱい！
一年中いつでも入会できます。

※割引率は公演によって異なります。
※会員価格で購入できるのは、会員お一人様5枚までです。

※ただし、1,000円引きで購入できるチケットは１枚までとし、初回入会時のみとします。
※1,000円引きでチケットを購入と同時に、会員お一人様４枚までを会員価格で購入できます。
※1,000円引きの特典が適用されない場合もあります。

申込方法

原則として先着順です。
ただし、受付開始日（毎月１日）については、
抽選により順位を決定します。
詳しくは「ご利用案内」や財団ホームページを
ご覧ください。

受付の順位

●施設利用のご相談 … 9:00～17:30
●施設使用申請・お支払い・利用者登録

申込受付時間

使用日の１年前の月の初日から、使用日の
前日まで。

申込受付期間

http://www.reserve-sunport-hall.jp/bunyusr/usr

http://www.suport-hall.jp/

… 9:00～17:00

会員期間

★サンポートホール高松のプレイガイド窓口でのご購入に限ります。特　典

入会の手続き

会員期間は、入会日から一年を経過した日の属する前月の末日までです。
以後、会員期間を更新するときは、その翌月の初日から１年間とします。

会員期間について

年会費 1,000円会　費

・財団が指定するチケットを、一般発売に先立ち優先的に予約または購入できます。
・財団が指定するチケットを、原則上限20％割引をした会員価格で購入できます。

・財団が発行する情報誌や、催し物案内等を定期的にお届けします。
・財団の主催事業で出演されたアーティストの記念品等を抽選でプレゼントします。

入会申込書に必要事項をご記入の上、年会費を添えて、サンポートホール高松のプレイガイド窓口に
お申し込みください。

入会申込書に必要事項をご記入の上、年会費を添えて、サンポートホール高松友の会事務局宛てに
現金書留で郵送してください。

・入会と同時に、財団が指定するチケットを購入する場合、
　一般価格および学生価格から1,000円引きの価格で購入できます。

サンポートホール高松主催事業

シングルマザーたちの“支え合い”のために設立された

組織の事務局を舞台に、何らかの事情で、良くも悪くも

“当たり前の生活”から外れてしまった女性たちが、共

に活動する中で「社会の中の自分」を再発見していく̶

そんなシングルマザーたちの“感度の高い日々”を描き

ます。

今の社会を生きる厳しさに直面したことのある人なら、

舞台の上にきっと「あなた自身」を見つけるはず。

それぞれ問題を抱えながら「現在」を生きる女性たちの

姿が、迫力をもって浮かび上がります。

2011年4月25日豺
19:00開演（18:30開場）

サンポートホール高松 大ホール

会員

￥4,500
チケット
［全席指定］

永井愛と沢口靖子
・吉田栄作らの

意外な顔合わせ！

1月27日貅
発売

一般

￥4,800
2月1日貂
発売

bCONCERT FILE VOL.6

瀬戸フィルハーモニー交響楽団

b高校演劇フェスティバル

b

瀬戸内国際芸術祭連携事業

l’oeuf ～おししいものはベツバラ～

b

ブラック・ボトム・ブラス・バンド（BBBB）
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●
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モ
ツ
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」
？

『
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ー
ツ
ァ
ル
ト
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ク
イ
エ
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ク
ラ
シ
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ク
音
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ァ
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モ
ツ
レ
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と
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。
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く
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作
曲
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レ
ク
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作
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し
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レ
ク
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ム
か
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特
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す
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め
作
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○
○
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レ
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エ
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ん
で
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ま
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。
や
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て
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』
と
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さ
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よ
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な
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2
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こ
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』
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ケ
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ヘ
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番
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こ
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を
『
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ッ
ヘ
ル
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い
ま
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ケ
ッ
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ル
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、
１９
世
紀
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ト
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者
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、
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ツ
ァ
ル
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し
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曲
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に
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楽
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楽
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日　時

会　場

チケット

2011年3月13日（日）14:00開演（13:30開場）
大ホール
一般 Ｓ席 3,500円　Ａ席 2,500円
会員 Ｓ席 3,300円　Ａ席 2,400円
学生 Ｓ席 2,500円　Ａ席 1,500円

［指　揮］松岡　究（東京オペラプロデュース　指揮者）
［ソリスト］渡辺　理香、伊原　直子、若井　健司、多田羅　迪夫
［合唱］レクイエム合唱団（香川の声楽家を中心に編成）
［管弦楽］瀬戸フィルハーモニー交響楽団
［プログラム］モーツァルト「レクイエム」ほか

瀬戸フィルハーモニー交響楽団

※学生は小学生以上大学生以下
※未就学児入場不可

※全席指定

C O N C E R T  F I L E  V O L . 6

瀬戸フィルハーモニー交響楽団 

～珠玉のモーツァルト「レクイエム」～ 

幼少期のモーツァルト

２

瀬
戸
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

■レクイエム合唱団■
ソプラノ／石村　元子、岡　　清見、鴨田　美紀、岸上　美保、杉ノ内由紀、高砂　理恵、松本　裕子、横田　倫子
ア ル ト／稲垣　泰子、岡本久美子、近藤佳穂子、西紋　美和、佐野　麻理、坂東　宏美、村川　和美、吉田　有香
テノール／越智　慎悟、片井　潤一、崎山　翔太、竹井　裕之
バ　　ス／牛野　亮介、大石　陽介、大山　　晃、河口　教昌、熊谷建之介、松岡　洋平

東京藝術大学卒業、同大学院・音楽研究科修了。
東京藝術大学在学中にソリストとしてデビューし、ベ
ートーヴェン「第九」日本初演の地・鳴門にて「甦る第
九」、芸大メサイア、定期「戴冠ミサ」のソリストとし
て選ばれる。以後、オーストリア・フォイツベルク市な
ど各地で宗教曲、ミサ曲・カンタータなどのソリストと
して活動し、2002年ブカレストフィルハーモニーによ
る「モーツァルト・レクイエム」に出演している。
オペラでは、「魔笛」「那須与一」「ウィーン気質」、国

民文化祭かがわ主催オペラ「龍神の玉」、「カヴァレリ
ア・ルスティカーナ」などで主演し、2001年「夕鶴」
では、『音楽現代』にて、2006年「魔笛」では『音楽の
友』にて好評を得る。その他多数のオペラに出演。
2004年５月のサンポートホール高松開館記念こけら落
とし事業「こうもり」では主演とともにプロデュースを
担い、2009年同ホール開館５周年記念事業「カルミ
ナ・ブラーナ」ではテノールソリストを務めた。
2000年オーストリア・グラーツ大学、ミュンヘンへ

文部省在外研究員として留学。
2001年高松市文化奨励賞受賞。2006年ブルーポラリ

ス賞（個人優秀賞）受賞。2010年香川県文化芸術選奨
受賞。現在、香川大学教育学部教授。四国二期会副理事
長。

東京藝術大学卒業（在学中に安宅賞受賞）、同大学院
修了。第16回ジロー・オペラ賞受賞。
1973年イタリアに留学後、ドイツのゲルゼンキルヒ

ェン歌劇場を始めとする歌劇場のソリストとして、ヨー
ロッパの国際的歌手たちと共演、精力的に活躍し帰国。
若杉弘指揮二期会オペラ公演「ジークフリート」アルベ
リッヒ、小澤征爾指揮の新日本フィルハーモニー交響楽
団と「ヴォツェック」タイトルロールを歌って一躍注目
を浴びた。その後も、「リゴレット」「ドン・ジョヴァン
ニ」「オランダ人」などの各タイトルロール、「ニュルン
ベルクのマイスタージンガー」のハンス・ザックスなど
で高い評価を得ている。フィンランドのサヴォンリンナ
音楽祭「蝶々夫人」シャープレス、民音・NHK共催の
Ｗ.サヴァリッシュ指揮「魔笛」弁者などでも国際級の
歌唱を示した。
コンサート歌手としても、NHK交響楽団をはじめ国

内主要オーケストラと宗教的声楽作品などのソリストと
してたびたび共演。Ｈ.ブロムシュテット、Ｒ.フリュー
ベック・デ・ブルゴス、Ｇ.ジェルメッティ、Ｍ.ロスト
ロポーヴィチ、Ｗ.サヴァリッシュ、Ｈ.シュタイン、Ｏ.
スイートナー、Ｅ.スヴェトラーノフ、朝比奈隆、小澤
征爾、若杉弘など、各氏の指揮の下、卓越した演奏で高
い評価を獲得した。
2007年母校である藝大内の奏楽堂でリサイタル「ド

イツ歌曲の夕べ」を開催、そのライヴ録音が翌年CDと
してディスク・クラシカよりリリースされ、『レコード
芸術』において特選盤に選ばれるなど、最近ではリサイ
タル活動に力を入れている。
東京藝術大学教授。二期会会員。

地域の音楽文化の活性化に寄与することが目的の
NPO法人（特定非営利活動法人）として2001年11月に
設立した瀬戸フィルハーモニー交響楽団は、2010年１
月、目的をより発展させるとともに、また社会の皆様の
ご支援をより一層得るために公益社団法人に移行。
第１回定期演奏会以降、公民館や自治体、企業などへ
のアンサンブルデリバリーも積極的に実施し、一方的な
演奏ではなく、さまざま形で音楽との身近なふれあいを
提案している。特に、小・中学校を訪問しての音楽鑑賞
教室では、指揮者体験や吹奏楽部などとの共演を実施す
るなど、音楽の楽しさを体感できる企画を盛り込み、音
楽人口の底辺拡大・充実に取り組んでいる。また、
2004年10月の第11回定期演奏会では、糀場富美子氏に
よる瀬戸フィル委嘱作品「光る橋～オーケストラのため
の～」を初演。
企業、自治体などからの演奏依頼も多く、愛媛県新居
浜市の市民コンサート、香川県丸亀市の第九演奏会など、
四国で唯一のプロオーケストラとして活動を展開してい
る。
公益社団法人瀬戸フィルハーモニー交響楽団は、「正

社員」で構成しており、また、後援会組織として〈瀬戸
フィルメイト〉がある。

オフィシャルホームページ
http://www.setophil.or.jp/

成城大学卒業。指揮を小林研一郎、ヨルマ・パヌラ、
ランベルト・ガルデッリに師事。音楽学を戸口幸策に師
事。
1987年ドニゼッティ「ビバ・ラ・マンマ」でデビュ

ー。1991年文化庁在外派遣研修員として、ハンガリ
ー・ブダペストに留学。小林研一郎、ランベルト・ガル
デッリの下で研鑽を積む。その間スウェーデン・アルコ
ンスト音楽祭にヨルマ・パヌラより招待され、タリン国
立歌劇場を指揮。“卓越した才能”と激賞された。帰国
後は、主に東京オペラプロデュースを中心に数々のオペ
ラを指揮。1993～1996年新神戸オリエンタル劇場で常
任指揮者としてオペラとコンサートのプログラミングと
指揮を担当。また、オペラで日本初演の作品は数多い。
グノー「ロメオとジュリエット」、ワーグナー「恋愛禁
制」、ベルリオーズ「ベアトリスとベネディクト」、ヴェ
ルディ「２人のフォスカリ」「一日だけの王様」、ロッシ
ーニ「とてつもない誤解」「ランスへの旅」（日本人によ
る初演）、Ｒ.シュトラウス「無口な女」（舞台初演）、ド
ニゼッティ「当惑した家庭教師」、ビゼー「美しいパー
スの娘」、ヘルマン・ゲッツ「じゃじゃ馬ならし」など、
いずれも各界から大きな反響と高い評価を獲得し、新聞
各紙、音楽雑誌などで絶賛された。
2004年11月から2007年10月までローム・ミュージッ

ク・ファンデーションの在外研修生としてベルリンにて
研修。
東京オペラプロデュース指揮者。2009年４月より、

東京ユニバーサル・フィルハーモニー管弦楽団専任指揮
者、日本オペレッタ協会音楽監督。

坂出高等学校卒業。国立音楽大学音楽学部声楽学科卒
業。小西美里、上浪明子、浅見吉子、中野勝美、田口興
輔の各氏に師事。
1981年全日本学生音楽コンクール西日本大会３位、

1981年1982年全四国学生音楽コンクール四国大会１位。
1987年讀賣新人演奏会出演、1988年イタリア声楽コン
コルソ入選、1995年イタリアのサンタ・マルゲリータ
国際オペラ芸術コース終了、Ｉ.Ａ.コラデッティ、Ｇ.ト
ゥッチの各氏に師事、同コンクール３位。
オペラでは、「魔笛」「フィガロの結婚」「カルメン」

「ラ・ボエーム」「黒とかげ」「トスカ」「天国と地獄」な
どに出演。コンサートでは数々のソリストを務めるほか、
箏と十七弦との共演では日中友好記念式典にて北京公
演、カーネギーホールでのチャリティー公演に出演し、
日本の唱歌が好評を博す。
現在、香川短期大学子ども学科教授、四国二期会理事、
宇多津コーロ・フィオーレおよびコール・メイ合唱指
導、市民オペラちぇちぃりあヴォイストレーナー。

東京藝術大学卒業、同大学院修了。1967年安宅賞受
賞。1970年芸術選奨文部大臣新人賞およびM.B.C.A.J賞
受賞。第8回ウィンナワールドオペラ賞（現ジロー・オ
ペラ賞）大賞受賞。
1971年西ドイツ政府給費留学生としてミュンヘン国

立音楽大学に留学し、E.ヘフリガーに師事。その傍らベ
ルリン歌劇場のほか、ドイツやスイス各地でオラトリオ
を歌う。戸田敏子、中山悌一、E.ヘフリガーの各氏に師
事。
1969年「ラインの黄金」エルダでオペラデビュー。

1975年フランスのラインオペラ（ストラスブール歌劇
場）と専属契約を結び、「カルメン」「オルフェウス」
「ジークフリート」などに出演。1980年二期会オペラ公
演「カルメン」のタイトルロール、「トロヴァトーレ」
（Ａ.エレーデ指揮）アズチェーナで好評を得る。ドイツ、
フランス、ベルギーなどで活躍し、1981年帰国。1989
年ボストン交響楽団と、ボストン、香港、日本でマーラ
ーの「復活」のソリストを務める。1990年二期会創立
40周年記念公演「蝶々夫人」スズキで好評を博し、フ
ィンランドのサヴォンリンナ・オペラ・フェスティバル
に参加し同公演に出演。1991年「リゴレット」「神々の
黄昏」に出演し、22年間の歳月をかけて完結した二期
会の〈リング〉四部作全部に出演した唯一の歌い手とな
り、名実共に日本を代表するプリマドンナとしての地位
を確立。主要オーケストラとの共演も数多い。特にマー
ラーのスペシャリストとしての名声が高く、近年もベル
ティーニ指揮の東京都交響楽団とのマーラー交響曲第2
番・3番が絶賛された。
東京藝術大学教授。二期会会員。

バリトン
（本公演ではバスソリスト）

多田羅 迪夫
（たたら みちお）

管 弦 楽

瀬戸フィルハーモニー
交響楽団

テノール

若井 健司
（わかい けんじ）

ソプラノ

渡辺 理香
（わたなべ りか）

ア ル ト

伊原 直子
（いはら なおこ）

指　　揮

松岡 究
（まつおか はかる）

東京オペラプロデュース
指揮者
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高
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

全
国
高
総
文
祭
は
、
全
国
の
高
校
演
劇
部
に
と
っ
て
、

特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
文
化
部
の

中
で
も
多
く
の
時
間
と
経
費
を
必
要
と
す
る
演
劇
と
い

う
特
殊
性
の
た
め
、
全
国
大
会
の
出
場
枠
は
他
の
部
門

と
比
べ
て
非
常
に
狭
き
門
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
で
は
毎
年
、
見
事
こ
の
全

国
大
会
で
表
彰
の
栄
光
に
輝
い
た
演
劇
部
を
招
聘
し
、

h
高
校
演
劇
f
の
ひ
た
む
き
な
姿
勢
と
心
打
た
れ
る

「
青
春
の
舞
台
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

高
校
生
た
ち
が
本
気
で
発
す
る
台
詞
と
、
創
り
出
す

空
間
、
高
校
生
の
創
造
力
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通
し
て
、

高
校
生
が
何
に
悩
み
、
何
に
感
動
し
て
い
る
の
か
、
百

万
の
言
葉
よ
り
も
鮮
や
か
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

Ｑ
・
全
国
大
会
へ
初
出
場
で
、
い
き
な
り
の
【
最
優
秀
賞
】
受

賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
賞
直
後
は
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
し
た
が
、
周
り
の
方
々
か

ら
お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
や
っ
と
実
感
が
わ
い
て
き
た
と
い

う
感
じ
で
す
。
思
い
入
れ
の
あ
る
作
品
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
評
価

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
部
員
一
同
た
い
へ
ん
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
・
受
賞
作『
黒
塚
Ｓ
ｅ
ｐ
ｔ．
』の
見
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

見
終
わ
っ
た
後
に
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
ら
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
全
て
の
場
面
が
見
所
と
い
う
か
、
仕
掛
け
が
あ
り

ま
す
の
で
ど
の
シ
ー
ン
も
見
逃
さ
な
い
で
い
た
だ
く
と
よ
り
楽
し
め

る
と
思
い
ま
す
。

毎
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

は
、
芸
術
文
化
活
動
の
発
表
を
行
う
高
校
生
の
文
化
の

祭
典
と
し
て
昭
和
５２
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
、
文
化
部

の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
全
国
高
総
文
祭
み
や
ざ
き
２
０
１
０
」
は
、

当
初
、
口
蹄
疫
の
感
染
拡
大
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
約
２
万
人
の
高
校
生
が
宮
崎
県

に
集
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
演
劇
部
門
で
は
h
高

校
演
劇
f
の
頂
点
を
目
指
し
て
、
約
２，
５
０
０
校
の

中
か
ら
選
抜
さ
れ
た
全
国
８
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
区
代
表
１２

校
が
参
加
し
ま
し
た
。

地
区
大
会
を
経
て
、
何
段
階
も
の
ふ
る
い
に
か
け
ら

れ
、
年
度
を
ま
た
い
で
よ
う
や
く
辿
り
着
く
こ
の
夏
の

Ｑ
・
普
段
の
部
活
動
で
の
練
習
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
毎
日
。
大
会
前
は
、

さ
ら
に
土
日
も
2
〜
4
時
間
練
習
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
楽
し
く

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
活
動
で
す
。

Ｑ
・
配
役
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
で
す
か
？

創
作
の
時
は
基
本
的
に
ア
テ
書
き
な
の
で
、
台
本
が
で
き
た
と
き

に
は
配
役
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
既
成
作
品
の
時
は
、
立
候
補
と
話

し
合
い
で
決
め
て
い
ま
す
。

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
ま
で
の
生
き
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

Ｑ
・
平
家
物
語
を
ベ
ー
ス
と
す
る
軍
記
物
語
に
取
り
組
む
に
あ

た
っ
て
、
ど
ん
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
か
？

古
典
な
の
で
、
言
葉
や
話
し
方
が
難
し
い
で
す
。
今
と
は
違
う
時

代
の
、
し
か
も
自
分
と
は
違
う
立
場
、
性
別
の
人
物
を
演
じ
る
の
で
、

役
に
な
り
き
る
の
が
大
変
で
す
が
、
み
ん
な
『
平
家
物
語
』
を
読
ん

だ
り
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
台
詞
も
古
語
の
ま
ま
の
部
分
が
か
な

り
あ
る
の
で
、
現
代
劇
以
上
に
言
葉
を
き
ち
ん
と
お
客
さ
ん
に
届
け

る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
・
セ
リ
フ
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
覚
え
ま
す
か
？

と
に
か
く
何
度
も
何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。
台
詞
が
自
分
の
も
の

と
な
る
ま
で
、
体
が
覚
え
る
ま
で
繰
り
返
し
ま
す
。
部
員
ど
う
し
の

普
段
の
会
話
の
中
に
も
無
意
識
の
う
ち
に
台
詞
が
紛
れ
込
ん
で
い
る

こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す
。

Ｑ
・
初
め
て
の
中
四
国
で
の
公
演
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
表
の
機
会
を
い
た
だ
け
て
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い

ま
す
。
部
員
一
同
誠
意
を
込
め
て
上
演
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
・
こ
れ
ま
で
4
度
の
全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
、
今
年
度
は

『
オ
ニ
ん
ぎ
ょ
』
で
【
優
秀
賞
】
と
【
創
作
脚
本
賞
】
の
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
オ
ニ
ん
ぎ
ょ
」
で
の
文
化
庁
長
官
賞
受
賞
は
と
に
か
く
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
国
立
劇
場
で
の
上
演
に
向
け
て
、
3
年
の
先
輩
方
と
も

う
少
し
一
緒
に
部
活
動
を
出
来
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で

す
。
ま
た
、
今
ま
で
の
先
輩
方
を
超
え
る
こ
と
が
目
標
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
目
標
が
達
成
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

顧
問
の
亀
尾
先
生
は
納
得
の
い
く
ま
で
脚
本
を
書
き
直
し
、
演
出

も
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
か
れ
ま
す
。
役
者
に
対
し
て
は
動
き
の
キ
レ

と
、
そ
の
場
で
の
役
と
し
て
の
感
情
を
き
ち
ん
と
表
現
す
る
こ
と
を

重
視
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
生
徒
思
い
の
先
生
で
、
部
活
の
時
に
は
と

て
も
オ
ー
ラ
が
あ
る
の
で
す
が
、
部
活
以
外
だ
と
普
通
の
人
で
す
。

そ
し
て
創
作
脚
本
賞
を
受
賞
し
た
感
想
は
「
申
し
訳
な
い
で
す
。
受

賞
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｑ
・
高
松
公
演
に
参
加
す
る
部
員
31
人
の
う
ち
、
男
子
部
員
は

1
名
と
の
こ
と
で
す
が
、
女
子
部
員
が
多
数
を
占
め
る
部
活
の

苦
労
は
あ
り
ま
す
か
？

男
子
と
女
子
の
価
値
観
が
違
う
こ
と
が
一
番
苦
労
し
ま
す
。
意
見

を
求
め
ら
れ
て
も
う
ま
く
答
え
を
出
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
。
同
級
生

ば
か
り
で
な
く
、
後
輩
に
も
オ
モ
チ
ャ
扱
い
さ
れ
る
。
た
ま
に
お
父

さ
ん
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ま
た
は
心
情
に
な
る
。
男
子
1
人
な
の
で
、

舞
台
の
空
気
を
乱
し
て
い
な
い
か
、
た
ま
に
不
安
に
な
る
。
宿
泊
し

た
時
に
一
人
部
屋
だ
か
ら
孤
独
を
感
じ
る
。
好
奇
心
か
ら
な
の
か
、

思
い
も
よ
ら
な
い
質
問
が
く
る
。

逆
に
得
を
し
た
と
思
う
の
は
、
女
子
と
の
接
点
が
増
え
た
こ
と
で

Ｑ
・
高
校
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
2
回
目
の
参
加
と
な
り
ま

す
ね
。

前
回
参
加
さ
れ
た
先
輩
方
や
顧
問
の
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
今
か

ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

前
回
は
高
松
工
芸
高
校
さ
ん
と
御
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、
交
流
の
時
間
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
先
輩
は
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
照
明
の
き
っ
か
け
が
多
い
の
で
、
コ
ン

ク
ー
ル
の
と
き
は
リ
ハ
ー
サ
ル
で
い
つ
も
時
間
が
足
り
ず
ス
タ
ッ
フ

は
大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
前
回
参
加
の
時
は
リ
ハ
ー
サ
ル

の
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
っ
て
い
た
だ
い
た
と
聞
き
、
あ
り
が
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
「
ま
た
行
き
た
い
ね
」
と
み
ん
な
で
言
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
今
回
ま
た
招
待
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
嬉
し
い

で
す
。
招
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
観
に
来
て
く
だ
さ
る
方
々
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
演
じ
た
い
で
す
。

第 3 4 回 全 国 高 等 学 校 総 合 文 化 祭
演 劇 部 門 　 表 彰 校

日　時

会　場

チケット

2011年2月6日（日）
群馬県立前橋南高等学校　11:00開演（10:30開場）
島根県立三刀屋高等学校　13:30開演（13:00開場）
第1小ホール
2公演で500円　高校生以下無料　※全席自由

高校演劇フェスティバル
群馬県立前橋南高等学校「黒塚

くろつか

Sept
セプテンバー

．」
島根県立三刀屋高等学校「水底

みなそこ

平家
へ い け

」

第
34
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
演
劇
部
門

文
部
科
学
大
臣
賞
【
最
優
秀
校
】

群
馬
県
立
前
橋
南
高
等
学
校

第
34
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　
演
劇
部
門

文
化
庁
長
官
賞
【
優
秀
校
】

島
根
県
立
三
刀
屋
高
等
学
校

文部科学大臣賞【最優秀校】

●群馬県立前橋南高等学校（群馬県）「黒塚Sept.」

文化庁長官賞【優秀校】

●島根県立三刀屋高等学校（島根県）「オニんぎょ」

●愛媛県立川之江高等学校（愛媛県）「さよなら小宮くん」

●青森県立弘前中央高等学校（青森県）「あゆみ」

第34回全国高等学校総合文化祭
「全国高総文祭みやざき2010」演劇部門　表彰結果

r

r
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「

〜
お
い
し
い
も
の
は
ベ
ツ
バ
ラ
〜
」

l’o
e
u
f

ル
フ

理
論
が
理
解
出
来
れ
ば
、
ダ
ン
サ
ー
に
と
っ
て
踊

り
易
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
半
面
、
ど
こ
ま
で

も
高
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
要
求
さ
れ
る
も
の
だ
。

深
い
暗
闇
の
中
、
四
角
く
照
ら
し
出
さ
れ
た
エ

リ
ア
を
彼
ら
が
取
り
囲
む
と
、
青
木
が
中
央
に
姿

を
現
す
。
そ
し
て
港
の
魂
か
ら
紡
ぎ
出
す
激
し
い

ド
ラ
ム
の
音
色
と
、
高
揚
感
か
ら
発
せ
ら
れ
る
奇

声
と
共
に
１
人
狂
気
乱
舞
す
る
。
そ
れ
は
ま
る
で

表
裏
一
体
で
あ
る
音
楽
と
ダ
ン
ス
の
起
源
の
縮
図

の
様
で
あ
り
、
人
々
に
刻
ま
れ
た
遠
い
記
憶
を
呼

び
覚
ま
す
よ
う
な
躍
動
感
に
満
ち
溢
れ
た
空
間
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
ま
さ
し
く
h
言
葉
が
踊
り
、
身

体
が
歌
う
f
瞬
間
が
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。

や
が
て
薄
明
か
り
の
中
、
彼
ら
は
た
だ
静
か
に

自
己
に
刻
ま
れ
た
動
き
を
繰
り
返
す
。
そ
し
て
繊

細
か
つ
大
胆
な
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
「G

roove
in
green

」

に
導
か
れ
、
幾
筋
も
の
け
も
の
道
で
、
記
憶
が
、

人
が
、
声
が
、
音
が
、
リ
ズ
ム
が
、
動
き
が
、
複

雑
に
交
錯
し
関
わ
り
あ
い
「
せ
め
て
踊
っ
て
せ

め
て
歌
っ
て
」
と
再
び
囁
か
れ
る
こ
と
で
、
忘
れ

か
け
て
い
た
感
覚
を
取
り
戻
し
た
は
ず
だ
―
。

会
場
に
入
る
と
、
そ
こ
に
は
奇
妙
に
区
切
ら
れ

た
舞
台
と
ド
ラ
ム
が
静
か
に
佇
た
た
ず
み
、
集
っ
た
人
が

時
折
生
み
出
す
物
音
や
話
し
声
の
み
が
支
配
し
て

い
た
。
ほ
ど
な
く
、
舞
台
前
方
の
ド
ラ
ム
の
前
に
、

港
が
ギ
タ
ー
を
片
手
に
ふ
ら
り
と
現
れ
る
。
そ
こ

は
ま
る
で
通
い
慣
れ
た
馴
染
み
の
ス
タ
ジ
オ
の
様

で
あ
り
、
彼
の
部
屋
の
様
で
も
あ
る
。
静
寂
を
打

ち
消
す
よ
う
に
「still

life

（
静
物
・
静
物
画
）」

を
歌
い
始
め
る
と
、
誘
わ
れ
る
よ
う
に
青
木
が
暗

闇
か
ら
現
れ
、
言
葉
と
音
色
に
寄
り
添
い
静
か
に

体
を
揺
ら
し
始
め
る
。
彼
か
ら
生
ま
れ
出
る
動
き

は
ク
リ
ア
ー
で
無
駄
が
な
く
、
時
に
大
き
く
全
身

で
舞
い
、
空
間
を
あ
っ
と
い
う
間
に
支
配
し
て
し

ま
う
。

波
の
音
を
き
っ
か
け
に
辺
り
が
明
る
く
な
る

と
、
懐
か
し
い
街
並
み
の
中
に
様
々
な
静
物
画
が

現
れ
る
。
舞
台
後
方
に
あ
る
古
び
た
プ
レ
ハ
ブ
小

屋
に
立
つ
女
は
、
そ
の
艶
の
あ
る
声
で
怪
し
く
も

切
な
く
「w

/here

」
を
歌
い
「
せ
め
て
踊
っ
て
せ

め
て
歌
っ
て
」
と
誘
う
。
す
る
と
動
く
は
ず
の
な

い
そ
れ
ら
が
、
過
去
を
そ
し
て
現
在
を
取
り
戻
す

か
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
、
ド
ラ
ム
の

音
色
に
呼
応
し
な
が
ら
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り

ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ
し
疾
走
を
始
め
る
。
や
が

て
、
個
々
か
ら
全
体
へ
と
う
ね
り
を
生
み
出
し
な

が
ら
増
大
し
、
不
規
則
に
、
し
か
し
規
則
的
に
幾

度
と
な
く
天
を
仰
ぎ
、
空
を
舞
い
、
地
を
這
う
。

彼
ら
の
そ
の
動
き
は
青
木
の
振
付
け
で
あ
る
が
、

物
理
と
生
理
学
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
体
に
流
れ

が
見
え
自
然
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

今
回
の
企
画
で
は
、
約
２
ヶ
月
に
亘
り
港
大
尋

と
青
木
尚
哉
の
２
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
高
松
に

滞
在
し
、
全
国
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
過
し

た
１１
名
と
共
に
、
９
月
４
日
か
ら
１０
月
２９
日
ま
で

の
間
、
計
１１
回
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高
松
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
彼
ら
は
、
生
演
奏
に
よ
る

音
楽
と
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
互
に
繰

り
返
し
、
ま
た
、
一
般
の
お
客
様
を
前
に
高
松
市

美
術
館
と
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館
で
作

品
プ
レ
ビ
ュ
ー
を
発
表
し
、
細
や
か
に
じ
っ
く
り

と
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
せ
た
。

そ
し
て
迎
え
た
本
公
演
に
は
、
５
才
〜
８０
才
の

幅
広
い
お
客
様
が
来
場
し
、
ま
た
、
そ
の
９
割
が

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
を
、
そ
し
て
こ
の
様

な
ス
タ
イ
ル
の
公
演
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、「
と
て
も
良
い
も
の
が
見
ら
れ
た
」
な
ど
嬉

し
い
声
を
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
作
品
で
は
、
音
楽
と
ダ
ン
ス
に
あ
る
程
度

の
き
っ
か
け
は
あ
る
が
、
即
興
も
多
く
最
後
ま
で

緊
張
感
が
継
続
す
る
公
演
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
嬉
し
い
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
の
は
、

２
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
対
話
を
通
し
て
個
人
を

生
か
す
演
出
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
お
客
様
も

五
感
を
研
ぎ
澄
ま
し
h
言
葉
が
踊
り
、
身
体
が
歌

う
f
瞬
間
を
感
じ
取
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り

こ
こ
だ
け
で
し
か
見
ら
れ
な
いlive

の
舞
台
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

お
客
様
が
最
初
に
手
に
し
た
物
、
そ
れ
は
手
作

り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
丁
寧
に
折
ら
れ
た
１
枚
の
手

紙
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
出
演
者
一
人
ひ
と
り
が
重

ね
て
き
た
足
跡
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
一
端

を
感
じ
取
っ
て
も
ら
う
狙
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

す
で
に
刻
ま
れ
て
き
た
鮮
烈
な
記
憶
で
あ
り
、
こ
こ

に
触
れ
て
か
ら
が
こ
の
公
演
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

一
方
、
手
紙
に
は
、
公
演
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ

れ
た
曲
「w

/here

」
の
歌
詞
が
書
か
れ
て
い
た
。

日　時

会　場

2010年10月31日（日） 14：00～15：00
第1小ホール

［作詞・作曲・演奏］港 大尋　［振付・構成・出演］青木 尚哉　［ソプラノ］�村 聡子
［衣装］HANNA（高松市在住） ［舞台美術協力］カミイケタクヤ（高松市在住）
［企画・制作］ú高松市文化芸術財団
［共催］高松市美術館・財団法人ミモカ美術振興財団　［助成］ú地域創造

・音楽のカウントの中で決められた振りを踊るのではなく、自分の中から湧き
出てくるものを表していく。最初はどうしたらいいのか分からない、と戸惑
うことも多かったのですが、だんだんとそれが心地よくなり、また一人では
なく、他の人との関係性も作られていく。そういった楽しさがありました。
・本番は、皆と踊っている時、皆の熱気が感じられて凄かった。自分もつられ
て気分が上がって不思議な感じがした。バレエで舞台に立っている時と違う
感じで、緊張よりも楽しさの方が大きかった。

・はくりょくがあって、力強かった。すごく楽しかった。（小学生）
・また見たいです（小学生）
・観ていて面白かったです。もっと観たかったですね。（30代女性）
・～おいしいものはベツバラ～というだけあって、本当に面白い公演
でした。見ていてとても楽しかったです。次はどうなるのだろうと
ワクワクしながら見ていました。あっという間の1時間でした。こん
な楽しいダンスなら、また見に行きたいと思います。（30代女性）

アンケートより 出演者の声

は
じ
め
に

言
葉
が
踊
り
、

身
体
が
歌
う
こ
と
で
魅
せ
た
舞
台

瀬戸内国際芸術祭連携事業

l’oeuf ～おいしいものはベツバラ～

レ ポ ー ト

６

ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ト
ム
・
ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド
（
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
）

公共ホール音楽活性化支援事業

ブラック･ボトム･ブラス･バンド
（BBBB）

日　時

会　場

2010年11月11日（日） 14:00～16:00
第2小ホール

［助成］ú地域創造
［制作協力］õ日本クラシック音楽事業協会

【セットリスト】
1 .マーチング
2 .WAKE UP BLUES
3 .Dragnfly
4 .ワッショイブギ
5 .MELON
6 .ノスタルジア
7 .君と僕（JRA CMソング）
8 .光のパレード

11月18日∫　香川大学
総勢75名の吹奏楽団と、サウンドクリニックを行いま
した。ヤッシーが指揮をするとなぜかみんな笑顔。
いつの間にか力が抜けて、チューニングの音さえも
厚みのある響きになりました。

11月20日º 香川中央高校
ワークショップも最終日。爽やかな挨拶で迎えてくれたのは吹奏楽部
のみなさん。ワークショップの後には緊張もほぐれ、みんなで集合写真☆
最後に、学生さんからBBBBへ挨拶がありました。

11月20日º 讃岐学園
みんなで「まねきねこダックの歌」を合奏しました。
小さな子供も生でみる楽器に興味津々。
ハイハイしながら
太鼓に近づく姿が
とても可愛らし
かったです。

11月19日ª 香川第一中学校
リズムのとり方を少し変えるだけで、曲の表情が
豊かになりました。体育館でのミニコンサートで
は、全校生徒でワッショイ！ワッショイ！

力を抜いて～
ぬいて。ぬいて。
ブラブラ～

トーン。
トントン。

部屋中に
音符が広がる
感じで♪

〈おまけ〉
BBBBが愛してやまない、
讃岐うどん。
移動中のお昼ごはんも
もちろん“うどん”でした。

今までにしたこと
のない練習でした。
やっぱり音楽は楽
しいと思いました。

さらうことばかりに必死で、
リラックスして吹くことがで
きていなかったのかも。楽し
く吹くことができました。

´まねきねこダックの歌、さんぽ

´ジャパニーズグラフィティⅦ

´アルセナール

´ディズニープリンセスメドレー

ホール公演に先立ち、地元の学校・施設で

ワークショップとミニコンサートを行いました。

11月21日∂ ホール公演
公演当日。満員の客席からBBBBがマーチングで登場♪
新曲あり、お馴染みのCMソングありで、みんな手拍子で
ノリノリでした。曲の間もメンバー全員関西出身という
BBBBらしいトークで、客席からの笑い声が絶えません。
アンコールでは、ワークショップに参加した学生さんと
楽器を持ってきたお客さんも一緒に「聖者の行進」を
セッションしました。あっという間の2時間。来年もまた
新しいアルバムをひっさげて、香川へ帰って来てくれる
のを楽しみにしましょう。

9 .Love Potion
10.ハレルヤ
11.IKO IKO
12.グチキューバン
13.再会
14.愛を探して
アンコール
聖者の行進


